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宇都宮大学国際学部の留学生との交流

平成２７年６月１６日（火）７限目、高校１年生の「ＣＴＰ」の授業の一環として、宇都宮大学国際学

部の留学生との交流会が行われました。留学生４名（コスタリカ、ドイツ、アメリカ、スリランカ）と

国際学部で帰国子女（ドイツ）や留学経験（アメリカ）のある日本人学生４名に来ていただき、クラスご

とに、留学生と日本人学生のペアとの交流を行いました。

交流のテーマは、「ステレオタイプを打ち破れ！」日頃、抱いている外国（例えば、ドイツ）の
「型にはまった」イメージを、話を聞いたり質問をしたりすることを通して打ち破る。そのために、どん

な質問をしたらよいか、を生徒たちは考えました。意外な発見に、新たな扉を開くことができた生徒もい

たようです。さらに、放課後、生徒有志による交流が続けられました。

４組（ドイツの留学生） 放課後の生徒有志による交流

「とちぎテレビ」のＨＰより（当日は「とちぎテレビ」の取材がありました。ＨＰから映像を見ることができます。）

生徒の感想 （１年１組 猿山綾乃）

I was surprised to know there are many differences in our images to America. For example,
I thought many Americans like fast food, but her host family liked slow food such as vegetables.
From this experience, I learned that it is better to judge by their personality, even if we have

differences in terms of our nationality.



（平成２７年 ６月１９日 下野新聞）


